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名（67.2%）が男性、平均 VFA は 88.0cm2であり、自宅血圧平均値（mmHg）は
129.5/80.2であった。VFAで患者を三分位に分けて比較すると、血圧日間変動（連
続 7日間の早朝血圧の標準偏差：SD）は低 VFA群で 8.40±4.15 mmHg、中等度
VFA群で 8.47±2.80 mmHg、高 VFA群で 5.84±2.37 mmHgであり、高 VFA群



































  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 30 年 1 月 11 日実施の論文内容とそれに
関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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